
23

成
18
年
４
月
か
ら
全
町
民

を
対
象
に
、毎
月
１
回（
平

成
18
年
度
は
１
日
号
に
加
え
、
15

日
号
を
３
回
）、
発
行
し
て
き
た

広
報
ふ
く
ち
。
み
な
さ
ん
の
お
手

元
に
届
く
そ
の
情
報
紙
に
は
、
行

政
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
話
題
や
ニ
ュ
ー
ス
、
住
民
の

笑
顔
を
詰
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

広
報
ふ
く
ち
が
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
お
届
け
し
て
い
る
の
が「
特
集
」

で
す
。
こ
こ
で
は
広
報
ふ
く
ち
の

編
集
ス
タ
イ
ル
と
そ
の「
こ
だ
わ
り
」

を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

行
政
か
ら
の
一
方
通
行
の
情
報

提
供
で
は
な
く“
と
も
に
考
え
る
”

“
と
も
に
行
動
す
る
”そ
ん
な
き
っ

か
け
づ
く
り
と
な
る
よ
う
、
テ
ー

マ
を
決
め
て
か
ら
紙
面
の
展
開
や

取
材
相
手
な
ど
の
構
想
を
熟
考
。

企
画
書
を
作
成
し
ま
す
。

　

行
政
の
公
文
書
の
よ
う
な
文
章

で
は
、
楽
し
い
話
題
も
魅
力
が
半

減
し
て
し
ま
い
ま
す
。
読
者
の
目

線
で
文
章
を
何
度
も
読
み
返
し
な

が
ら
何
度
も
校
正
し
ま
す
。

　

広
報
紙
の
主
要
部
分
で
あ
る
文

章
を
ス
ト
レ
ス
な
く
読
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
タ
イ
ト
ル
や
写

真
な
ど
の
配
置
、
見
せ
方
も
重
要

で
す
。“
読
ん
で
み
た
い
”と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
魅
力
的

で
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
る

よ
う
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
す
。

平

❶
企
画
＆
情
報
収
集

　

多
く
の
か
た
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

情
報
や
町
の
動
き
な
ど
を
精
査

し
、
今
一
番
何
を
伝
え
る
べ
き
か
、

ど
う
し
た
ら
効
率
的
に
掲
載
で
き

る
か
な
ど
を
考
え
ま
す
。

❷
取
材

　

広
報
担
当
者
が
直
接
出
向
く
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
現
場
の
雰

囲
気
を
肌
で
感
じ“
記
録
”
で
は

な
く
“
記
憶
”
に
残
る
写
真
を
撮

り
ま
す
。

❸
編
集

　

文
章
を
考
え
、
画
像
を
選
び
、

編
集
専
用
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
全

ペ
ー
ジ
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
ま
す
。

❹
入
稿

　

編
集
し
た
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を

印
刷
会
社
に
渡
し
ま
す
。

❺
校
正

　

入
稿
し
た
デ
ー
タ
を
印
刷
会

社
が
一
部
試
し
刷
り
。
見
づ
ら
い

と
こ
ろ
や
写
真
の
色
味
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

修
正
し
ま
す
。

❻
印
刷

　

印
刷
会
社
で
９
千
３
０
０
部
が

印
刷
・
製
本
さ
れ
ま
す
。

❼
納
品

　

広
報
ふ
く
ち
の
納
品
は
毎
月
１

日（
土
日
祝
日
の
場
合
は
翌
開
庁

日
に
な
り
ま
す
）。
各
家
庭
配
布

分
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
の
折
り

込
み
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
み
な
さ
ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。

❽
配
布

　

役
場
の
全
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
行

政
組
長
の
も
と
へ
広
報
紙
を
届
け

て
、
各
家
庭
へ
の
配
布
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

広報「ふくち」の作りかた

2006年１～11号

広報ふくち№10
【特集：合併再建】

企業でいえば倒産に当たる財
政再建団体。過去にこの再建
団体だった３町の合併で誕生し
た福智町は、全国唯一の珍しい
ケースだといわれています。そ
の教訓を新町で生かすために、
旧３町の原点を再見しています。

2007年 12～24号

広報ふくち№24
【特集：方城大非常】

№24のテーマは「命」。巻頭で
は99年前に起き、671人の犠
牲者を出した日本史上最大の炭
鉱爆発事故「方城大非常」を特
集。巻末では飲酒運転の犠牲
者を取り上げ、一貫して命の尊
さを訴えています。

2008年 25～36号2009年 37～48号2010年 49～60号

広報ふくち№36
【特集：上野JAPAN】

400年以上の歴史を誇る国指
定伝統的工芸品「上野焼」が、
窮地に陥っている現状を訴える
とともに、打開策を打ち出そう
と奮闘する陶芸家の姿を丁寧に
取材。町の至宝を守るために、
改めてその魅力を伝えています。

広報ふくち№48
【特集：招店街】

町に唯一残る金田商店街が、全
盛期の約７分の１にまで商店数
を減らし、存在が危ぶまれてい
ます。商店街は時代に合わない
のだろうか･･･。地域や町におけ
る商店街の役割などを通じてそ
の重要性を投げかけています。

広報ふくち№60
【特集：未来へのまなざし】

地域が抱える「学力低下」とい
う深刻な課題をテーマに掲げ、
現状と将来を見据えたうえで、
子どもたちのために必要なもの
とは「何か」を分析。大人が考
えるべき課題を共有する紙面構
成が練られています。

2011年 61～72号2012年 73～84号2013年 85～96号

広報ふくち№72
【特集：笑顔でしわを増や
そう】

高齢化社会とは切っても切り離
せない「認知症」にスポットを当
てた企画。重いテーマで暗い紙
面になりがちですが、老化と真
摯に向き合う人を紹介すること
で、逆に明るく描いています。

広報ふくち№84
【特集：おもてなし】

町活性化に向けた「観光のまち
づくり」で必要不可欠な要素「お
もてなしの心」を特集。今はま
だ観光地とはかけ離れた風土の
この町で、これから最も求めら
れるその意識が醸成する手段
を、模索しています。

広報ふくち№96
【特集：岐路を駆ける鉄路】

平成の幕開けとともに生まれた、
私たちの平成筑豊鉄道。人を
つなぎ、地域を支え、日々ひた
走るこの「地域の宝」が存続の
岐路に立たされている現状を訴
え、身近なマイレールと私たち
の日常を見つめ直しています。

いま手にとっている

広報ふくちの意外と

知らないその裏側
広報ふくちは今号で10

0号、創刊から８年を迎
えました。

時代の流れの中で、多
様な変化を繰り返してき

ましたが、

歴代編集者が広報紙に
かける熱い思いはいつ

の時代も同

じ。そこで、普段何気な
く手にとって開く広報ふ

くちの裏側

をのぞいて、みなさんに
その思いを再度届けます

。

バックナンバーから浮かぶ広報ふくちにかける想い

12月号をピックアップ！

旧町広報紙の歴史

昭和25年、旧赤池町で公民館だより
を母体に「赤池町時報」創刊。B5版、
全4ページ。最終号では60ページに
およぶ特集で郷土愛を伝えました。

昭和40年 5月発行
「赤池町時報」№ 84

旧赤池町の広報紙

平成18年 2月19日発行
「あかいけ」最終号№522

昭和31年６月、旧方城村で「村政だより」
創刊。８月に〝町〟になったため、次号か
ら「町政便り」に。最終号はふじ湯の里
の特集が組まれ、観光資源をアピール。

昭和31年 6月発行
「村政だより」№1

旧方城町の広報紙

平成18年3月１日発行
「ほうじょう」最終号№ 245

昭和36年に「金田町報」創刊。最終号
では、町制施行から89年で幕を閉じた、
金田町に対する愛のメッセージを街頭
インタビューし、41件掲載。

昭和53年12月発行
「金田町報」№168

旧金田町の広報紙

平成18年3月１日発行
「かなだの風」最終号№ 527

練
り
上
げ
る
企
画

読
者
目
線
の
伝
わ
る
文
章

引
き
つ
け
る
レ
イ
ア
ウ
ト


